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Transient receptor potential ankyrin 1 in spinal cord dorsal horn is involved in neuropathic pain of nerve 
root constriction rat. 



















 行動学的研究では、術前、術後3,5,7,10,14日目にvon Frey hair test、radiant heat test、pin prick test











行動学的研究：RC 群では、術後 3-14 日目において機械刺激、熱刺激、痛み刺激に対する過
敏性および自発痛関連行動を示した。HC-030031の脊髄投与により、RC群において増大した過
敏性や自発痛のみではなく、sham群、naive群の痛み刺激に対する疼痛関連行動も抑制された。
痛み刺激に対する疼痛関連行動の HC-030031 による抑制程度は 3 群間で有意差を認めなかっ
 - 2 - 
た。 
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論文題名 
Transient receptor potential ankyrin 1 in spinal cord dorsal horn is involved 
in neuropathic pain in nerve root constriction rats 
（脊髄後角の TRPA1受容体は神経根絞扼ラットの神経障害性疼痛に関わる） 
結果の要旨 
本研究は、神経根性疼痛モデルを用いて脊髄後角の TRPA1受容体の機能を行動学的およ
び電気生理学的に検討したものである。腰部神経根を絞扼した神経根絞扼モデルラットを
作製して研究を行つた。同モデルでは行動学的研究において触刺激、痛み刺激に対する反
応性が増大し、自発痛関連行動が増加した。また、電気生理学的研究において脊髄膠様質
細胞の興奮性シナプス後電流が増強していた。TRPA1受容体拮抗薬の脊髄内投与により、
神経根性疼痛モデルの触刺激過敏、痛覚過敏、自発痛が抑制され、非疼痛モデルにおいて
も痛み刺激に対する疼痛回避行動は抑制された。どちらのモデルにおいても TRPA1受容体
拮抗薬により自発性および刺激誘発性の興奮性シナプス後電流が抑制された。これらの結
果から、脊髄後角の TRPA1受容体が脊髄膠様質細胞の興奮性に関与し、疼痛伝達を調節し
ていることが示された。以上の研究成果ならびに質疑応答により、4名の審査員全員から本
論文は医学博士論文に値するとのご評価をいただいた。 
 
